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令和 8年 4月 7日 

 

血清プレセプシン濃度と 

骨髄における血球貪食像との関連を示唆 

―マクロファージ活性化の指標となる可能性― 
＜研究成果のポイント＞ 

⚫ 骨髄では、炎症や免疫異常に伴いマクロファージが血球を貪食する「血球貪食像」が観

察されることがあります。 

⚫ 本研究では、感染症などの炎症バイオマーカーとして知られている血清プレセプシン濃

度と骨髄における血球貪食像との関連を検討しました。 

⚫ その結果、骨髄で血球貪食像を認める症例では血清プレセプシン濃度が高い傾向が認め

られました。 

⚫ 血清プレセプシン濃度は、骨髄におけるマクロファージ活性化や血球貪食を反映する可

能性が示唆されました。 

 

※本研究成果は、英文科学雑誌「PLOS One」に日本時間 4月 2日に公表されました。 

 

＜概要＞ 

浜松医科大学医学部附属病院病理部の山中勝正副臨床検査技師長、馬場聡病院教授（研究当

時）らの研究グループ（同病理部、同検査部、同感染制御センター、同第三内科）は、骨髄

検査を施行した 61 症例を対象に、血清プレセプシン濃度と骨髄の血球貪食像との関連を検

討しました。 

その結果、骨髄で血球貪食像が目立つ症例では、血球貪食像が目立たない症例と比較して、

血清プレセプシン濃度が高い傾向が認められました。 

また、免疫染色による検討では、プレセプシンの前駆物質でありマクロファージ関連分子

である CD14の発現変化を示唆する所見が観察され、プレセプシン濃度上昇がマクロファー

ジの活性化を反映する可能性が考えられました。 

本研究は、血清プレセプシン濃度と骨髄における血球貪食像との関連を示唆する結果を示

したものです。 

 

＜研究の背景＞ 

骨髄では、感染症や炎症性疾患、免疫異常などに伴い、マクロファージが血球を取り込む「血

球貪食像」が観察されることがあります。 

血球貪食は血球貪食症候群（HLH）などで顕著にみられることが知られていますが、HLH

以外の病態でも観察されることがあります。 

プレセプシンは単球・マクロファージ系細胞に関連する分子 CD14 の可溶型断片であり、

感染症などにおける炎症バイオマーカーとして知られています。しかし、骨髄における血球

貪食像との関連については十分に検討されていませんでした。 

 

＜研究手法・成果＞ 

研究グループは、骨髄検査標本における血球貪食像を評価し、同時期の血清プレセプシン濃

度との関連を解析しました。 

その結果 

① 血球貪食像が目立つ症例では血清プレセプシン濃度が高い傾向 

② 免疫染色によりマクロファージの CD14発現変化を示唆する所見 
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③ プレセプシンがマクロファージ活性化と関連する可能性 

が示唆されました。 

なお、検討症例の中には血球貪食症候群（HLH）と診断された症例も含まれており、この

症例では血清プレセプシン濃度上昇を認めた一方、マクロファージのマーカーCD14 の発現

低下が免疫染色で確認されました。 

結論 

本研究は、血清プレセプシン濃度と骨髄における血球貪食像との関連を示唆する結果を示し

ました。プレセプシンは、骨髄におけるマクロファージ活性化や血球貪食を反映する可能性

があり、今後の研究によりその臨床的意義の検証が期待されます。 

 

＜今後の展開＞ 

今後は症例数を増やした検討により、プレセプシンと血球貪食との関連や臨床的意義をさら

に明らかにしていく必要があります。 

 

＜用語解説＞ 

■ 血球貪食像 

骨髄などで、マクロファージが赤血球や白血球、血小板などの血球を取り込んでいる状態。

感染症や炎症性疾患、免疫異常などで観察されることがあります。 

■ プレセプシン 

免疫細胞（単球・マクロファージ）に存在する CD14という分子の一部が血中に放出された

もの。感染症や炎症に伴って上昇することが知られています。 

■ マクロファージ 

体内に侵入した異物や不要な細胞を取り込み分解する免疫細胞の一種。炎症や免疫反応にお

いて重要な役割を担っています。 

■ CD14 

マクロファージなどに発現する分子で、細菌由来成分の認識などに関与する。プレセプシン

はこの CD14の可溶型断片とされています。 
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